
稲葉　　睦!
北海道大学大学院獣医学研究院・獣医学部　!

動物分子医学教室!

 !

獣医学部新設問題：一大学人としての考察!

話題 

●問題点 
●獣医師の役割・社会的責務 
●獣医学教育の現状と未来 
　・獣医学教育（獣医師人材の養成教育） 
　・改善の方向性・目標＝「国際水準化」 
　・改善の現状と未来：国際認証へのチャレンジ 
●今、必要なことは何か？ 
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 問題点 
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問題点：この国の有り様 

１．新設の判断に至る議論・審議は妥当であったか？ 
２． “石破４条件”についての検討は妥当であったか？ 
３．“獣医師不足→学部誘致”という行政は正しいか？ 
４．獣医師の仕事・役割と意義／獣医学教育について 
　　の理解不足（一般市民、行政） 
５．大学設置審議会の意義 
６．“お友だち”問題　 
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問題点１＆２ 
１．新設の判断に至る議論・審議は妥当であったか？ 
　●定員抑制策の検証：１）教育の質の担保、 
　　　　　　　　　　　 ２）獣医師の需要・供給 
　●獣医学教育の現状（＝「国際水準化」に向けた改善）の把握 
　●パブリック・コメントの結果 
　●「ルールに従って審議」→「ルールに欠陥」では？ 

２． “石破４条件”についての検討は妥当であったか？ 
　１）既存大学を超える内容　 
　　　→既存大学が目指している獣医学教育の「国際水準化」が基本 
　２）新たに対応すべき分野　 
　　　→・・・？　関連分野はすべてカバーしている！ 
　３）既存大学では対応困難　→・・・？　対応している！ 
　４）近年の獣医師の需要動向を考慮　 
　　　→考慮した？　総数充足、問題は職域偏在 
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獣医学部生の卒業後進路 

国家公務員!

地方公務員!

大動物臨床（産業動物＋馬）!
（ＮＯＳＡＩ、JRA)!

公共団体／研究機関!
（独法の研究機関等）!

民間企業!
（製薬、食品
等のライフサ
イエンス関連、
投資ファンド）!

その他!

大学院進学!

小動物臨床!

国家公務員!

地方公務員!

大動物臨床!

公共団体／!
研究機関!

民間企業!

その他!

大学院進学!

小動物臨床!

不明!

◆北海道大学獣医学部 
　平成21年度～平成28年度卒業生 

◆全国の16獣医系大学　 
　平成18年度～平成25年度卒業生 
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問題点３～５ 
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３．“獣医師不足→学部誘致”という行政は正しいか？ 
　●職域偏在：行政獣医師／公衆衛生獣医師(公務員獣医師)の不足、深刻！ 
　●教育での方策はほぼ既に実施、残るは行政の対応 
　　　　　　　＝公務員獣医師の処遇改善(学部誘致では解決しない） 
　●間違った認識 
　　　例）感染症水際対策→公務員獣医師の役割、大学は基盤支援 
　●大学の教育・研究→地域経済・地域振興、文化、行政と直結 
　　　しかし必ずしも地域のためならず 

４．獣医師の仕事・役割と意義／獣医学教育についての社会の理解不足 
　●今更だが、職域、国民生活・国際社会との関係の理解が必要 

５．大学設置審議会の意義 
　●「大学力は国力」のはず：設置審議会は高等教育行政の根幹

 獣医師の役割・社会的責務 
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獣医師の社会的役割 
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家畜生産 

野生動物 

伴侶動物臨床 

食品安全／製造・流通 

地球環境 

ライフサイエンス研究 

食品・店舗の衛生管理 

医学・製薬 

感染症予防 

人・動物・環境の健康・健全の環 
“Human-Animal-Nature Bond” 
 “One World, One Health” 

 

地球環境保全・汚染対策 

保護・管理 

動物医科学 
基礎医学 

公衆衛生 

感染症制御・防疫 

産業動物臨床 

精神的安寧 

生命系・医学系科学技術基盤 

日々の食卓／国民の健康・健全な暮らし 
動物・環境との共生 

動物倫理 

• Requirement for the renovation of 　　!
　veterinary education in Japan!

Current needs for  
the veterinary education!

Dairy stock industries/!
hygiene/food safety! Life sciences/paramedical sciences!

Wildlife animals/!
environments/nature!

Companion animals/!
human-animal bond!

Public health!
Infectious diseases/zoonoses!

◆理念：動物・ ・環境の健康・健全 (One Health)を担う 材＝獣医師の養成
・ニーズは多様化、 度化、専 化
・国内外を問わず通 する“Day-One Competences”が求められる。
・教育の質の向上＆質保証の仕組み

獣医学教育 



 獣医学教育の現状と未来 
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日本における獣医学教育とその変遷 

　明治　　大正　　　　　　　昭和　　　　　　　　平成　　　　　　　　　　　　　　　　 

・900年頃 
　「馬医療」 
　　 
・1650年頃 
　「馬病療治書」 
　綱吉：四谷病理厩　 

＜明治＞ 
・1870年頃：陸軍獣医の養成 
・1878年：駒場農学校で獣医学教育開始 
・1880年：札幌農学校で獣医学教育開始始 

＜大正～昭和・戦前＞ 
・1922年：日本獣医学会設立 
・現在の国公立１１校、私立５校の基盤 

＜昭和・戦後＞ 
・４年制教育体制の確立 
　基礎獣医学、産業動物臨床、家畜衛生・公衆衛生 
・産業動物獣医療：食糧増産、安定供給、栄養向上 
・公衆衛生：公害、食品関連事件等 
・伴侶動物獣医療：高度経済成長 

＜昭和～平成＞ 
・獣医学教育改善運動 
　　1978年：６年制教育へ 
　　統合・再編運動・・・失敗 ＜平成（過去１０年間）＞ 

・世界の動き 
　　EAEVE（欧州）、AVMA（北米）の教育認証 
　　OIEの獣医学教育標準提示 
・獣医学教育の国際通用性・教育改善 
　　共同獣医学課程等の「改革５本柱」 

民進党ヒアリング資料　2017年8月29日 



日本における獣医学教育の改善 

研究 日本欧米

教育 日本

欧米

・教育への反映 
(研究志向、欧米は臨床主軸) 

・社会ニーズ 
・教員の意識 

教育 日本
欧米

・社会ニーズ変化／教員の意識変化 
・そもそも｢獣医師｣とは？ 
・国際通用性（特に臨床／公衆衛生等） 

・過去10年 ・1970年代から 

◆獣医学教育の改善 
　・獣医学教育＝獣医師養成教育 
　・世界中どこでも｢獣医師｣は｢獣医師｣ 
　・世界に通用する獣医学教育を 
　・地域／国内／世界ニーズに対応 

獣医学教育の改善 
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テレビ朝日番組資料　2017年8月24日 

日本の獣医学教育（獣医師養成教育） 
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General!

Research subjects (6 credits)!

◆Contribution to the public/social welfare as the professionals/specialists!
◆Extended study in the graduate schools!
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State Examination!

Liberal arts and sciences!

Clinical rotation (12 weeks)!

CBT, Computer-based test; !
OSCE, Objective structured 

clinical examination!

Clinical works!

Clinical subjects!
Lecture/Practice!

Basic subjects!
Lecture/Practice!

◆“Day-one Competencies”!

・身体の構造、生命の仕組み：!
　　解剖学、発生学、生理学、生化学、遺伝学、薬理学・・・!
・疾病の仕組み：!
　　病理学、微生物学、感染症学、免疫学、魚病学・・・!
・環境との関わり、社会との関わり：!
　　公衆衛生学、食品衛生学、毒性学、放射線学、野生動物学、!
　　実験動物学、動物倫理学、動物福祉学・・・

・動物疾病の診断・治療・予防：!
　　内科学、外科学、臨床病理学、腫瘍学、検査学、繁殖学・・・!
・家畜の生産：!
　　育種学、家畜管理学、食品栄養学、草地飼料学・・・!

・診療参加型臨床実習（ポリクリ）：!
　　小動物（伴侶動物）、馬、大動物（産業動物）!
　　夜間・救急実習　!

・課題研究（卒論）：各研究室でのテーマ研究!
・アドバンスト演習!
・研究・臨床セミナー!
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１．獣医学学部教育の改善 

２．研究基盤 

３．大学院での研究・教育 

◆獣医師養成教育の国際水準 

＜大学院修了生の能力＞ 

＜学部卒業生の能力＞ 

獣医学教育改善の方向性 
■従来・現状　 ■今後（国際水準化）　 

◆日本の獣医学教育のイメージ 
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獣医学教育改善の方向性 
■獣医学教育の国際化に向けた改善の方向性 
　（全国協議会国際化検討委員会答申、平成29年3月） 
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0 
20 
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80 
100 ◆獣医師養成教育の国際水準 

１．国際水準化（国際通用性・共通性） 
　→ブルーラインに到達すること！ 
２．国際競争力（強み・特徴） 
　→レッドラインを伸ばすこと！ 

大動物臨床

小動物臨床

ライフサイエンス

公衆衛生・ 
食品衛生

環境

感染症



取組事項
（５本柱）

教育・研究体制の
充実

コア・カリキュラ
ムの策定＆実施

分野別第三者評価
の導 ＆実施

共 試験の
導 ＆実施

附属動物病院・実
習環境の改善

当 の 標
教育・研究体制充実

コア・カリ策定
教育内容・ 法改
善（H23公開・実
施）
診療参加型臨床実
習

評価の在り ・基
準・実施体制等検
討

試験内容・ 法・
実施体制等検討

附属病院・学内実
習環境改善

臨床教育等改善（臨床実習・衛 実習の
体制整備）
診療参加型臨床実習

今後の 標
（平成28年度~）

共同教育課程の推進
等(H24~)

コア・カリの 直し
（H33改訂版）
カリキュラム 直し

トライアル評価実施
（H27~H28)
第三者評価本格実施

共 試験実施
(H29)

附属病院 度化
実習環境充実 等

到達 標 充実した獣医学教育の実施、 律的教育改善のための質保証システム構築（＊各 学の取組成果の検証・公表が必要）

＜獣医学教育の国際 準化＞

■獣医学教育改善＝「国際水準化」の５本柱 
　→●文科省「獣医学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会議」意見のとりまとめ（H23年5月） 

獣医学教育改善の目標＝「国際水準化」 

全国協議会／日本獣医師会意見交換資料　2017年4月14日 

■国際的通用性 
→●「わが国の獣医学教育の現状と国際的通用性」日本学術会議・食糧科学委員会（H29年3月） 
　提言：１．多様な職域で、多様な社会的ニーズへの対応を可能とする教育 
　　　　２．国際的通用性を重視した教育基準（欧米の認証機構EAEVE、AVMAの基準、国際機関OIEの 
　　　　　　基準) 
　　　　３．国際的通用性をもつ教育評価の仕組みの構築（EAEVE、AVMAを参考に） 
　　　　４．将来、アジアに適応できる国際的教育基準へ（農学他分野との連携も） 
　　　　５．教育体制の改善：組織統合、教育内容のさらなる深化、専任教員数の確保 
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獣医学教育の「国際通用性」 

■例えばEAEVEでは以下の実践が重要な指標 
１．全ての学生に対して共通に、 
　　●全ての動物種、充分な症例を活用した教育 
●必要・充分／適正なカリキュラム 
　　　　→特に充分な時間数の実践的臨床教育／公衆衛生関連教育 
●小人数制の実践教育、多様な教育手法、自学自習環境、現地実習 
●適正な成績評価、学生を含むステークホルダーの意見の反映 
●適正な学生／教員比、臨床系科目／非臨床系科目比 
●教育の安定的財政基盤・・・・・等を提供すること 

２．社会と学生に向けて、 
●高い教育の質・卒業生の能力(“Day-one competences”の獲得) 
●自律的・持続的な教育改善・・・・・等を保証できること 

■国際的通用性 
　●｢欧米の認証機構EAEVE、AVMAの基準、国際機関OIEの基準を参考に構築する必要あり」 
　　　　　　「わが国の獣医学教育の現状と国際的通用性」日本学術会議・食糧科学委員会（H29年3月） 
　 

EAEVE (European Association of Establishments for Veterinary Education)!
　・欧州の獣医学教育認証機構（獣医学教育機関の集合）
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日本の獣医学教育体制の変化 

Hokkaido University!

Obihiro Univ!

University of Tokyo!

Cooperation between universities!

Tokyo Univ Agr Tech!

Iwate Univ!

Tottori Univ!

Kagoshima Univ!

Yamaguchi Univ! Gifu Univ!

!   全国に１６の獣医学教育機関!

毎年、１，０００名の卒業生／獣医師!

教員数：３５~６０名!
学生数：３０~１４０名!
臨床系スタッフ：５~９０名!

National Universities!
Private Universities!

VetNorth Japan!

VetSouth Japan!
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北海道大学・帯広畜産大学!
共同獣医学課程(VetNorth Japan)!

Cooperative Veterinary 
Education Program  

(VetNorth Japan)!

札幌! 帯広!

自学自習環境!

!   北海道大学!
小動物臨床!
感染症!
ライフサイエンス!
環境科学!

!   帯広畜産大学!
大動物臨床!
公衆衛生・家畜衛生!

One + One!
= “Real One” > Two!

“Face-to-face education”

食品安全!

35単位!
35単位!

教員・スタッフ!

学生数: 80名/学年× 6!

臨床系支援スタッフ: 30名!

教員数(2016）: 131名!
（専任86名、特任等45名）!



教育体制の拡充 
■国際的通用性 
　●｢欧米の認証機構EAEVE、AVMAの基準、国際機関OIEの基準を参考に構築する必要あり」 
　　　　　　「わが国の獣医学教育の現状と国際的通用性」日本学術会議・食糧科学委員会（H29年3月） 
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項目 員数 
学生数 ８０名／学年×６ 

教員数　総数 １３１名 

　　　　専任教員数 　８６名 

　　　　特任教員等 　４５名 

臨床系支援スタッフ数 　３０名 

A B B C

A B C

A B C

A大学　　　　　　B大学 

A・B大学共同教育課程 

＋ 

今後：再配置 

■教育体制拡充（北大・帯畜大共同教育課程の例、 
　平成２８年度）　 

「国際水準化」の具体指標＝教育の国際認証 
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獣医学教育の国際認証 

EAEVE AVMA

■ 欧州：EAEVE 
　EU諸国と世界に向けて、 
　●ある教育機関の獣医学教育が 
　　・一定の質と基準に達していることを、 
　　　社会、学生、当該機関に保証 
　●教育機関の 
　　・教育の質と水準を評価 
　　・教育の質を自律的・持続的に改善する仕組みを評価 
　●EU域内各国経済における獣医学の重要性を反映 
 

■ 北米：AVMA 
　・基本的に米国とカナダの 
　　獣医学教育の質と水準の認証 
　・専門医制度／免許制度との 
　　関係 
 

◆「“国際的に通用する”一定の質と水準にあること」の認証 
　　“グローバルに”共通なレベルの認証ではない／その仕組みもない。 
　　(参考：OIEは、global/regional/nationalな認証を希求 
　　　　　　　　　　　　→”Day-one competencies”との関連） 

EAEVE認証校の現状は？ 
■EAEVE認証校への訪問調査（平成24年~）

University of Edinburgh                                      München University 

University of Santiago de Compostela                                      University of Zürich 

欧米の獣医学教育の現状は？ 
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■獣医学教育改善／EAEVE認証に向けて何をしてきたか？(VetNorth Japan)
項　目 平成２４年度～平成２８年度 ～平成２９年ＣＶ ～平成３１年Visitation 

教育課程・ 
教育方法 

●共同獣医学課程(VetNorth Japan)設置 
●参加型臨床実習 
　臨床教育強化／夜間・救急実習（H28～） 
●共用試験 
●ICT自学・自習教材開発 
●スキルス・ラボ設置 

●教育課程の実行・改善 ●教育課程の実行・改善 

教職員 ●特任助教：臨床系４名、他１名 
●教育改革室・国際連携推進室等事務系職員 
●病院獣医師・職員（自己資金） 

●教員・教育支援スタッ 
　フの維持策 

●教員・教育支援スタ 
　ッフの維持 

施設・設備 ●新講義棟竣工（H23、自己資金） 
●附属動物病院新棟竣工（H25、自己資金） 
●病院設備整備（４大学連携補助事業） 
●各研究室研究・教育設備整備（　　〃　　） 
●ICT環境整備（　　〃　　） 
●総合研究棟改修竣工（H26、施設整備事業） 
●大動物飼育施設等新設（H28、施設整備事業） 

●大動物飼育施設竣工 
●動物舎改修（H30、 
　施設整備事業） 
 
 

●施設・設備の運営維持 
　／更新 

EAEVE 
関連 

●EAEVE総会参加／役員との折衝等（H24～） 
●EAEVE認証校訪問調査・認証情報収集（H24～） 
●EAEVE認証校教員による非公式事前訪問診断（H26～） 
　7名：Drs. L. Fodor (洪), J. Braun (独), M. Gogny (仏),  
　　　　C. Phillips & A. Hopker (英)、A. Sukura他(芬) 
●Ana Bravo会長招へい（獣医学会シンポ、H27） 
●CVへの準備・予行練習Mock visitation（H28） 
　　・SERの新SOP対応版作成 
　　・Major Deficiency事項対応の再度検討 

●Consultative  
　Visitationの実施 
　（7月10日～14日） 
　→指摘への対応 
・24/7診療体制整備 
・剖検の拡充 
・公衆衛生・家畜衛生 
　実践教育強化 
・質保証体制の拡充etc. 

●Full Visitation 
   & Accreditation 
　認証申請時期の決定　 
　／申請・訪問調査対 
　応準備 

共同獣医学課程：４大学連携補助事業等による改善の促進 

Hokkaido University Veterinary Teaching Hospital!
Our new Teaching Hospital was opened in May 2013.!

診療施設（教育病院）の新営による実践的臨床教育強化 
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診療施設（教育病院）の新営による実践的臨床教育強化 
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EAEVE認証校教員によるVisitation 
■EAEVE認証５大学、７名による訪問調査（平成26年10月～平成28年10月） 
　コロラド州立大学獣医学部とのAVMA認証に関する連携シンポ（平成29年7月） 

Dr. Marc Gogny 
from Alfort University 
Dec. 2015  

欧米の獣医学教育の現状は？ 
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Lab works!
5th and 6th grades!

 Research Attitude Grown in Laboratory Studies!研究基盤を活かした獣医学教育（強み・特徴を堅持、発展） 
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■実践的臨床科目と課題研究等科目の両立 
　　　→・カリキュラムの見直し／コンパクト化 
■２４時間診療／夜間・救急実習 
　　　→・スタッフ確保／支援 
■症例／病理解剖症例確保（全動物種） 
　　　→・学内努力、学外獣医師・企業等の協力体制 
■バイオセーフティ／バイオセキュリティ 
　　　→・施設・設備改修、安全管理規定整備、整理・整頓 
■“QA(質保証・改善)”の仕組みの明確化・実質化 
　　　→・学内・学外（Stakeholders）の意見の反映 
　　　　・改善を戦略的に進める仕組みの構築・運営等 
■２大学間の距離／学生宿舎の確保 
■持続可能な仕組み作り／運営の財政基盤 
●SWOT解析に基づく戦略的な改善の実行 
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残された大きな課題



 今、必要なことは何か？ 
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取組事項
（５本柱）

教育・研究体制の
充実

コア・カリキュラ
ムの策定＆実施

分野別第三者評価
の導 ＆実施

共 試験の
導 ＆実施

附属動物病院・実
習環境の改善

当 の 標
教育・研究体制充実

コア・カリ策定
教育内容・ 法改
善（H23公開・実
施）
診療参加型臨床実
習

評価の在り ・基
準・実施体制等検
討

試験内容・ 法・
実施体制等検討

附属病院・学内実
習環境改善

臨床教育等改善（臨床実習・衛 実習の
体制整備）
診療参加型臨床実習

今後の 標
（平成28年度~）

共同教育課程の推進
等(H24~)

コア・カリの 直し
（H33改訂版）
カリキュラム 直し

トライアル評価実施
（H27~H28)
第三者評価本格実施

共 試験実施
(H29)

附属病院 度化
実習環境充実 等

到達 標 充実した獣医学教育の実施、 律的教育改善のための質保証システム構築（＊各 学の取組成果の検証・公表が必要）

＜獣医学教育の国際 準化＞

■獣医学教育改善＝「国際水準化」の５本柱 
　→●文科省「獣医学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会議」意見のとりまとめ（H23年5月） 

獣医学教育改善の目標＝「国際水準化」 

全国協議会／日本獣医師会意見交換資料　2017年4月14日 

■国際的通用性 
→●「わが国の獣医学教育の現状と国際的通用性」日本学術会議・食糧科学委員会（H29年3月） 
　提言：１．多様な職域で、多様な社会的ニーズへの対応を可能とする教育 
　　　　２．国際的通用性を重視した教育基準（欧米の認証機構EAEVE、AVMAの基準、国際機関OIEの 
　　　　　　基準) 
　　　　３．国際的通用性をもつ教育評価の仕組みの構築（EAEVE、AVMAを参考に） 
　　　　４．将来、アジアに適応できる国際的教育基準へ（農学他分野との連携も） 
　　　　５．教育体制の改善：組織統合、教育内容のさらなる深化、専任教員数の確保 
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国際認証／日本の仕組み作りを通した世界へのアピール 
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0 
20 
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60 
80 
100 ◆獣医師養成教育の国際水準 

１．国際水準化（国際通用性・共通性） 
　→ブルーラインに到達すること！ 
２．国際競争力（強み・特徴） 
　→レッドラインを伸ばすこと！ 

大動物臨床

小動物臨床

ライフサイエンス

公衆衛生・ 
食品衛生

環境

感染症

◆獣医学教育の高度化・国際化 

◆世界に通用する質保証の仕組み 
・日本の（アジアの）認証・評価 
　EAEVEやAVMAの認証校が存在 
　＝国際認証獲得の大きな意義 

◆日本の獣医学教育・獣医師の国際的通用性 

 End 
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